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いて ―知的障害児Ａへの実践を通して―」大阪教育大学紀要 第 52 巻 第 1 
号 2003 年 3 月 pp. 85-91 
 
・野口佳子 ― Ａ児への指導、課題設定、指導内容の設定、評価の分析、論文の構 
成、全文の執筆 
 
・天野ちさと ― Ａ児への指導、評価の分析、論文の校正 
 
２．野口佳子・天野ちさと・武田幸造・馬渕正樹 「知的障害のある子どもへの動作法によ
るアプローチ」 大阪教育大学紀要 第 58巻 第 1号 2009年 3月 pp. 1-6. 
 




・天野ちさと ― 児童への指導、評価の分析、論文の校正 
 
・武田幸造 ― 児童への指導、評価の分析、論文の校正、写真モデル 
 





































































































































中軽度 1 名の対象児を想定し、各校 6 名の教員に記入を依頼した。今後、この調査をも
とに、特別支援学校教員の経験差による調査等深めていきたいと考えるとの回答を得た。 
 
②調査項目に対する評定を 2、1、0 で数値化しているが、質問紙作成段階で、評定方法
を各項目に対して「非常にやっている」から「全くやっていない」の５段階あるいは 7 段
階で評定させることにより項目間の関係なども明らかにできたのではないかとの質問に対
して、自立活動は、自立活動の内容に一つの指導内容があるのでなく、一つの具体的指導
内容に自立活動の内容が複数あるという編成になっており、一つの項目の中で評定をつけ
ることは現実問題、現場の教員は難しいと考え、今回「特に」というキーワードで選ばれ
ることで、多くの必要な項目の中から特に強い因子として浮かびあがるのではないかと考
えたとの回答を得た。 
 
③必要性が高いと思われる自立活動の区分や必要性が高いと思われる「生きる力」につ
いても、障害、程度、学部により交互作用があることが予想される。分析で、順位得点を
単に合計するだけでなく、「生きる力」の項目を個人内要因とし、障害、程度を個人間要
因として繰り返しのある分散分析をすることにより、新たにわかることがあるのではとの
質問に対しては、当初の研究計画で大阪府教育センターの内容と比較したいと考え、本論
文では順位合計得点を算出した。本研究で、項目の分布がわかったので、さらに項目を精
選して研究を深めていきたいとの回答があった。 
 
その他、審査委員から提出されたコメントに対しては必要な修正を行った。 
 
以上の審査結果より、本論文は、博士(教育学)の学位を授与するにふさわしいと認めら
れた。 
